
1

死刑廃止国際条約の批准を求める

FORUM90
主要目次
今回の執行の意味するもの　安田好弘　1頁
加納惠喜さんのこと　湯山孝弘　4頁
生き直そうとした小林薫さん　中道武美　7頁
金川君の死刑執行に関して　山形学　9頁

「谷垣新法相，執行しないで！」要請行動　大道寺ちはる　11頁
第２回死刑映画祭を終えて　太田昌国・可知亮　13頁
鞆の津ミュージアムで死刑囚の絵画展　16頁
日本外国特派員協会での記者会見　岡本真菜　18頁
インフォメーション　19頁

VOL.128　　　　頒価 300 円
2013 年 3月 30 日発行
フォーラム 90 実行委員会
〒107-0052東京都港区赤坂2-14-13
 　　港合同法律事務所気付
TEL：03-3585-2331
FAX：03-3585-2330
振替口座：郵便振替00180-1-80456
加入者名：フォーラム90地球が決めた死刑廃止

今回の執行の意味するもの
安田好弘

　こんばんは、安田です。今回の執行について、
私の知っている限りのことをご報告したいと思い
ます。今回の執行について最初に情報が入ったの
は、2 月 21 日の午前 9 時 45 分頃でした。最初は、
大阪から情報が入ってきました。弁護士の中道武
美さんが、あとで報告をお願いしていますが、中
道さんが、大阪拘置所に小林薫さんに会いに行か

れたら、今日は会えないということから、「なにか
おかしい」ということで調査が始まったわけです。
しかしそれから 15 分後の 10 時頃には、もうすで
に 3 名の人がどこで執行されたかが明らかになり
ました。
　執行されたのは、金川真大さん、小林薫さん、
加納惠喜さんの三名です。金川さんは、死刑にな
るために人を殺したということで大きく報道され
ました。小林さんについても、大きく報道されま
したから、ご存知の方も多いと思います。加納惠
喜さんについては、あとで弁護人を担当された湯

谷垣禎一法相の
死刑のベルトコンベアを止めよう

☆テキサスから死刑が減ったワケ
死刑大国アメリカの中でも最もたくさんの人を処刑したテキサス。死刑を支持した人が知事となり大統領に
なっていくテキサス。いま、この州から死刑が減っているという。それはなぜなのか ? 　現地調査で明らか
になった驚愕の事実とは？
日時・４月 13 日（土）13 時～
会場・日本大学法学部三崎町キャンパス 10 号館 1 階  1011 ホール
発言・杉浦正健元法相、加毛修日弁連死刑廃止検討委員会委員長
報告・小川原優之弁護士
　　　石塚伸一弁護士（予定）
　　　　ほか
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　２月21日、就任後２ヵ月も経たぬ谷垣禎一新法相は3名の死刑執行を断行した。私たちが法相の地元事務所に要請行動を
行って４日目のことだった。執行の日17時から議員会館で記者会見を行い、法務省前でも抗議行動を行う。大阪では拘置所
前で、福岡では天神にてそれぞれ抗議行動が行われた。22日には死刑廃止を推進する議員連盟が法相の事務所を訪れ強く抗
議をした。
　以下に掲載するのは３月12日 18時から衆議院第１議員会館多目的ホールで行った「死刑廃止を求める国際世論を無視し
た谷垣法相による死刑執行に抗議する院内集会」（主催はフォーラム90の他，死刑廃止を推進する議員連盟，アムネスティ・
インターナショナル日本、監獄人権センター、「死刑を止めよう」宗教者ネット、死刑に異議あり！キャンペーン）での３人の
発言と山形学弁護士のアピール文を掲載した。福島瑞穂死刑廃止議連副会長の報告、小林・金川さんと交流のあった創出版の
篠田博之さん（死刑廃止チャンネルに一部掲載）、二見伸明元議連事務局長、各主催団体等から挨拶があった。参加者120名。
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山孝弘弁護士に報告していただく予定ですが、一
審無期であった人です。金川さんについては、弁
護人であった水戸の山形学弁護士から、今日は来
れないけれども、ということでメッセージが届い
ております。その全文を資料に入れています。金
川さんを弁護していて考えられたことが、記載さ
れています。私は、とても考えさせられました。
是非、読んでいただきたいと思います。
　実は、湯山さんも山形さんもそうですが、今か
ら約 15 年前のことですが、弁護士会で初めて死刑
について本格的に調査・研究したいということで、
東京を中心とする関東 1 都 10 県の 40 人ぐらいの
弁護士が集まり、1 年以上かけて議論を重ねて、弁
護士会も死刑廃止の方向に向かって動くべきだと
いう意見書を関東弁護士連合会の名前で出しまし
た。お二人は、その時のメンバーでした。それ以来、
お二人とも死刑事件の弁護に頑張ってこられて、
しかも、依頼者が死刑執行されるという苦しくて
厳しい状況に直面させられています。私たちは、
このような苦しい状況にさせないように、より一
層頑張っていかなければならないと思います。中
道さんについては、仙台の舟木友比古弁護士と私
の 3 人で、とにかく死刑廃止をやろうじゃないか、
ということで 1989 年にスタートしたのがフォーラ
ム 90 のもともとの始まりだったわけです。中道さ
んや湯山さんとは、その後、光市事件など一緒に
ずっとやって来ています。

問題のある執行
　皆さん方も気づいていらっしゃると思うんです
が、金川さん、小林さんは一審の判決だけで、控
訴審の判決も最高裁の判決も受けることなく、執
行されたわけです。法務大臣は、「何ら問題がない」
と言っていますが、私は、「死刑は慎重であるべき

だ」とする憲法の精神に反し、憲法が保障する三
審制に反する違憲・違法な行為であって、許され
ないことだと思います。本人が生きることに絶望
し、あるいは司法に絶望して、控訴や上告をしな
かったとしても、司法は、死刑判決の是非について、
高裁、最高裁と、3 回にわたって審査する義務を負
う。逆に言えば、そういう権利が保障されている。
そういう慎重さが死刑になければならないという
基本的ルールが実現されなければならないと思い
ます。
　そして加納さんについては、一審は無期だった
わけです。確かにこの方には前科があったわけで
すけれども、被害者一人の死亡というのは、今ま
での量刑基準であれば、死刑判決はおよそなかっ
たケースです。しかし、重罰化の傾向のなかで、
控訴審で死刑に変えられてしまいました。ここで
一番の問題は、加納さんは二重にも三重にも死刑
の危険にさらされたということです。第一審で死
刑にさらされたわけですけれども、「無期懲役」と
いう判決を受けたわけです。しかし検察官がこれ
を不服として控訴し、またしても死刑の危険にさ
らされて、死刑にされてしまった。こういうふうに、
検察官が死刑を求めて控訴するということ自体が、
二重の危険の禁止という憲法が定める原則に反す
る違憲・違法な行為だと思います。
    
大阪拘置所　執行の朝
　大阪の小林さんの死刑執行については、小林さ
んと 3 つ房が離れている河村啓三さんからフォー
ラム 90 のメンバーに手紙が来ています。それを紹
介したいと思います。河村さんは、大道寺幸子基
金の「死刑囚の表現展」で、手記を表現展に応募
して頂いて、それが本として出版されております
ので、お読みになっている方もいらっしゃるかと
思います。
　「先日、2 月 21 日木曜日、私の居室から三監房と
なりの小林薫さんが、朝の点呼のあとすぐ（午前 7
時 45 分ころ）刑場へ引っ立てられてゆきました。
彼は新聞やテレビで報道されている写真とは別人
で、色白で小太りのよい男でした。収容生活も非
常に真面目で、ほとんど声も出さないとても静か
な死刑囚だったので、私はいつも偉いなあと思っ
ていたのです。たぶん心の底から改悛したのだと
思います。でね、この日は彼が一番風呂だったの
ですが入浴もさせてもらえず、処刑台に立ったの
です。彼は自分が一番風呂であることを知ってい
たので入浴の準備をしていたのか、洗面器がキャ
リーバッグの上に置かれたまま死にゆきました。
またこの日はとても寒い朝だったのに、はんてん
も着ず刑場へと歩みを進めていったのです。彼の
独房には、ハンガーに掛けられたはんてんが寂し

２月 21日に死刑を執行された方

金川真大さん（29 歳）東京拘置所
土浦連続殺傷事件（2008 年 3 月 19 ～ 23 日）
1983 年 10 月 13 日生まれ 
水戸地裁（鈴嶋晋一）死刑　（09.12.18） 
2009 年 12 月 28 日　控訴取り下げ確定

小林薫さん （44 歳） 大阪拘置所
奈良市女児誘拐殺人事件（2004 年 11 月 17 日）
1968 年 11 月 30 日生まれ
奈良地裁（奥田哲也）死刑（06.  9.26）
2006 年 10 月 10 日控訴取下げ
弁護人が 07 年 6 月 16 日控訴取下げ無効の申立
08 年 4 月棄却

加納惠喜さん（62 歳 旧姓武藤）名古屋拘置所
名古屋スナック経営者殺人事件（2002 年 3 月 14 日 )
1950 年 3 月 12 日生まれ 
名古屋地裁（伊藤新一）無期懲役（03.  5.15）
名古屋高裁 死刑（小出錞一）死刑（04.  2.  6）
最高裁（才口千晴）上告棄却（07.  3.22）　



そうにしていました。私は……いつもそうなんで
すが、死刑囚が刑場に引っ立てられてゆくたびに、
その残像が脳裏に残り苦しんでいます。何日も何
日も残像から抜け出せないのです。小林さんのよ
うに、とても元気な人を無理矢理国家の手で殺す
のはやはり残酷ですよね」というふうに記載され
てあります。
　そのあとですけれども、 「そう思いませんか。ち
なみにこの日の夜 8 時ごろ、拘置所前で抗議行動
がありました。ハンドマイクに小太鼓を打ち鳴ら
す音が死刑囚獄舎に聴こえてきた時は、心強く感
じるとともにありがたかったです。それにしても、
谷垣さんが死刑の執行をこんなに早くするとは、
予想外でした。そんなことで私は老け込んだ毎日
を過ごしております」というふうに書いてありま
す。この後、河村さんは、さらに詳しい様子を書
いた手紙を発信しようとしたのですが、拘置所は、
現在、これを発信禁止にしているようです。
　大阪拘置所に行かれた方はお分かりになると思
うんですけれども、前の道路から死刑囚監房まで
はそう遠くありません。そこで太鼓を鳴らしたり、
あるいはスピーカーで声を上げると中まで聞こえ
ます。東京拘置所も、大きな街宣車で回ると声が
聞こえます。中の人に聞くと、そういう声が中に
届くこと自体、大変心強いことだ、勇気づけられ
ることだと言われています。「東京拘置所のそば
で死刑を考える会」の人たちが、土曜日に東京拘
置所の近くでビラ撒きなどの行動をやっていらっ
しゃいますが、こういう行動が拘置所の壁を越え
て、中の人たちの生きる力を支えているのだと思
います。私たちもこういう地道な行動をやってい
く必要があると思っています。

死刑に積極的に踏み込む安倍内閣
 　今回の執行ではっきりしたことは、現在の安倍
内閣は、前と同じく、死刑については大変積極的
な内閣だということです。旧安倍内閣の長勢甚遠
法務大臣は、わずか 1 年の間で 10 名の人を処刑し
ました。これは当時では、空前絶後の人数だった
わけです。そしてこれがそのあとの鳩山法務大臣
の連続する執行をもたらしたと言われています。
そういうことがまたもう一度再現されようとして
いるわけです。特に谷垣現法務大臣は、就任の時
に「死刑は必要である」と言い切りました。長勢
法務大臣にしろ、あるいは鳩山法務大臣にしろ、
かつての死刑執行を濫用した法務大臣でさえ、就
任当初は、「死刑については慎重に考えたい」と言っ
ていましたし、特に鳩山法務大臣は、死刑廃止の
グループを法務省に招き入れて意見を聞くことも
しました。しかし今回の法務大臣は、そういう事
さえすることなく、就任するや否や死刑を断行し

たのです。
    とりわけ今回の 3 人の人たちの顔ぶれをみると、
いわゆる死刑囚の中の有名な人たちであるわけで、
谷垣法務大臣は、こういう人たちを狙ってやった
とも思えます。昨今マスメディアで言われている
のですが、オウム真理教の死刑囚の人たち、とり
わけ麻原彰晃死刑囚に対する執行が差し迫ってい
ると言われています。法務省の官僚、この人達は
検察官なのですが、彼らは法務大臣に向かって悪
魔の囁きをし続けると言われています。「あなたが
死刑を執行すれば、政治家としての評価が高まる。
ぜひ国民の付託に応え、死刑を執行すべきである。
それによって法務に対する信頼を強固にしてもら
いたい」という囁きが、何度も何度も法務大臣に
対して行われていると言われています。こういう
官僚の囁きに加えて、死刑が必要であると確信す
る法務大臣ですから、状況は最悪というほかあり
ません。極めて危険な状態にあります。彼は、年
間 4、5 回の執行をやろうとしているのではないか
と言われていますし、今月の末、あるいは来月の
始めには、さらにまた執行を行うという話も伝わっ
て来ています。

この厳しい状況の中で
    私たちは 2 月 17 日、綾部の大本教の本部をお借
りして、死刑執行停止を要請する集会を開きまし
た。そしてその足で、福知山の谷垣法務大臣の地
元事務所に出かけて、秘書の方とお会いして死刑
執行を止めるようにと要請してきました。しかし
時期的に見ると、私たちが出かけた日の 4 日後の
執行ですから、もうすでにその段階では死刑執行
命令書に署名していた可能性があるわけです。こ
ういうふうな要請行動をものともせずに執行が行
われたということです。
　こういうふうな厳しい状況のなかで、私たちは
どうしていくかということを改めて考える必要が
あると思います。死刑廃止を即実現することはた
いへん困難なわけですから、私たちがまず取り組
むべきは、死刑の判決を少しでも少なくしていく
ことと死刑の執行を少しでも少なくしていくこと、
そして死刑についての議論を広げていくことでは
ないかと思うんです。私は、とりわけ議員連盟の
人たちに頑張っていただきたいと思っています。
議員連盟は、創設以来 20 年も経つわけですが、未
だに死刑執行停止法案も上程できないほどの厳し
い状況にあるわけです。現在では、残念ながらそ
の兆しさえうかがえません。もっぱら内閣府が行っ
ている世論調査の質問項目について議論がなされ
ていると聞いています。しかし、フォーラム 90 は、
かつて、適正と考える質問項目を用意して、総理
府が行った調査と同じ規模の世論調査を、総理府
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が依頼したのと同じ調査会社に依頼して実施して
貰いました。しかし、その結果は、総理府の調査
ほどはひどくはありませんでしたが、決して、芳
しいものではありませんでした。世の中の人たち
の大多数は、死刑を支持しており、死刑廃止は圧
倒的少数であるという現実があることを知らされ
ました。これは、質問項目を変えることによって
変わるものではありませんでした。
　私たちはさらに議員連盟の人たちに求めつづけ
ているのですけれども、死刑執行停止とか廃止と
いう大きなテーマ以前の問題として、少しでも死
刑判決や死刑執行を少なくしていくということに
視点を向けて欲しい、そのためには、死刑に関す
るスーパー・デュープロセス、つまり命を扱う以上、
有実か無実かだけではなくて、死刑の量刑が適正
であったかどうかにつても、他の手続を超えた特
別の法的保護の手続きが必要であるということ、
その特別の手続を定める立法を実現してほしい。
　スーパー・デュープロセスという言葉は、造語
とも言えるものでして、その内容についてはさら
に議論を深める必要があると思いますが、例えば、
①捜査段階から必要的に弁護人をつけるべきであ
る、②取調べの全面可視化を被疑者取調べの要件
とすべきである、③証拠の全面開示をすべきであ

る、④複数の弁護人を保障すべきである、⑤検察
官は事前に死刑を求刑することを明らかにすべき
である、⑥全事件について精神鑑定を実施すべき
である、⑦死刑には裁判官と裁判員の全員一致が
必要である、⑧全ての事件について最高裁まで審
理をしなければならないという必要的上訴制度、
⑨検察官の上訴の禁止という二重の危険の禁止、
⑩確定後においても国選弁護人を保障する、⑪恩
赦の権利化、⑫死刑執行の事前の告知を保障、⑬
死刑執行直前の精神診断の義務化、⑭死刑確定者
の外部交通の全面的確保、等々です。
　こういうようなスーパー・デュープロセスのひ
とつでも法案化して、死刑を慎重にすべきだとい
う人たちの同意を得て、実現していくことが必要
だと考え、議員連盟の人たちにお願いしているわ
けです。さらに死刑に代わる刑罰、死刑でなくて
もいいではないかと言える刑罰の導入、つまり、
終身刑の導入についてもしっかりと議論をして考
えてほしいと議員連盟にお願いしています。
こういう厳しい状況のなかですけれども、少しで
も死刑執行が遠のき、死刑執行が少なくなり、死
刑判決が少なくなるということに向けて、皆さん
と真剣に考え、一緒になって頑張っていきたいと
思います。

死刑廃止を求める国際世論を無視し

た谷垣法相による死刑執行に抗議す
る院内集会決議

　2 月 21 日、谷垣禎一法務大臣は、金
川真大さん、小林薫さん、加納惠喜さ
んの 3 名に対する死刑執行を行った。
この死刑執行は、昨年 12 月 26 日の第
二次安倍政権発足以来、自公政権とし
て初めてのものであると同時に、谷垣
法相就任から 2 か月足らずのうちにな
されたものである。

　金川さん、小林さんはいずれも控訴
を取り下げ、死刑が確定していた。ま
た、加納さんは一審では無期懲役判決
であった。とりわけ、小林さんは 3 度
目の再審請求に意欲を見せている矢先
での死刑執行となった。

　谷垣法相は、12 月 28 日の記者会見
で「死刑は極刑ですから、その運用、
特に執行ということになると極刑とい
うことにふさわしい慎重な運用という
ものが必要である」と述べ、死刑執行
直後の 2 月 21 日の臨時記者会見でも

「死刑を執行するに当たっては、もち
ろんきちんと精査をしなければなりま
せん。そういったことをきちんとした
上で、この日になった」とも述べてい
る。
　それでは、谷垣法相に問おう。就任
2 か月足らずでどのように「精査」を
したのか。

　谷垣法相は、上訴を取り下げた金川
さん、小林さんに裁判を受ける権利が
十分に保障されていたと考えているの
か。「死刑と無期の間」で一審と二審
の判断の分かれた加納さんにまったく
社会復帰の可能性はないと考えたの
か。

　また、谷垣法相は 2 月 21 日の会見
で記者に問われ「死刑というのは、極
めて大きな内政上の問題である」とも
語ったという。
　市民の人権を所掌する法務省の長と
して、国民の代表たる国会議員として、
法曹資格を有する者として、まったく
失格の答弁である。
　死刑とは、いうまでもなく生命に関
わる権利の問題であり、普遍的な人権
にまつわる問題であり、一国の法制度
内にとどまらない国際的な関心事項で
ある。
　現に、日本も加盟国である国連では、
谷垣法相が就任する直前の 12 月 20 日
に、死刑存置国に対して死刑執行停止
を求める決議を 111 か国の圧倒的賛成
多数で採択している。反対した 41 か
国のうち、主だった国は日本のほか、
米国、中国、北朝鮮、シリアなどである。
谷垣法相の所属する自民党は、これま
で中国や北朝鮮やシリアの国内人権状
況を問題にしてきたのではなかった
か。谷垣法相はこれらの国々の人権状
況をも「内政問題」で片づけようとい
うのか。
　谷垣法相がそれでも「死刑は内政問

題」という独自の主張に固執するなら
ば、私たちは日本の人権状況の劣悪さ
と日本政府の対応のお粗末さを、人権
意識に満ちた国際社会にさらに訴えて
いくつもりである。
　無論、国内においても、私たちは死
刑制度の問題点をさまざまな形で引き
続き指摘していく。谷垣法相の耳には、
私たちの仲間が 2 月 17 日に谷垣法相
の地元・福知山の事務所で行った要請
の趣旨は届いているはずだ。

　私たちはいかなる死刑判決、死刑執
行も認められないという立場から、2
月 21 日の死刑執行に強く抗議すると
ともに、谷垣法相による再びの死刑執
行を絶対に許さない。国際社会の動向
に真っ向から反するかつての自公政権
の大量かつ連続した死刑執行の再現を
認めるわけにはいかない。
　谷垣法相はじめ日本政府・法務省は、
死刑制度に異を唱える国際社会はじめ
多くの人々の声に真摯に耳を傾け、死
刑執行を即時に停止するべきである。

　改めて谷垣禎一法務大臣による死刑
執行に強く抗議する。

2013 年 3 月 12 日

死刑廃止を求める国際世論を無視した
谷垣法相による死刑執行に抗議する院
内集会 参加者一同
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加納惠喜さんのこと
湯山孝弘

　こんばんは、弁護士の湯山です。加納惠喜さん
の最高裁での国選弁護人を務めた者です。実を言
うと、本日このような場で加納惠喜さんについて
お話しすることを心の中で躊躇しておりました。
その理由は、弁護士である私が、加納惠喜さんの
ために、もっと何かできたのではないか、それば
かりを考えてしまっていますが、弁護士として何
をすればよかったかということを皆さんにお話し
できたとしても、自分自身の心の問題に過ぎない
ことになってしまうので躊躇していました。しか
し、私としては 9 年近く加納惠喜さんと付き合っ
てきましたので、一人の人間として加納惠喜さん
のことを今日ご報告しようと思ってまいりました。
　加納さんは、生きていれば、本日は 63 歳の誕生
日だった日です。昭和 25 年 3 月 12 日生まれです。
私が最高裁の国選弁護人に就任して知り合ったの
は 2004 年、平成 16 年のことですので、8 年数か月
の付き合いになります。加納惠喜さんは長野県出
身で自衛隊に勤務しておりましたが、窃盗や無銭
飲食等の前科があり、何度か服役を繰り返すとい
う状況にありました。不幸なことに昭和 58 年、人
を殺めるという事件を起こし、懲役 15 年の判決を
受けました。それも満期出所したのですが、その
後も窃盗や無銭飲食等で再度刑務所に入るという
ことを繰り返していました。
　平成 14 年、2002 年 1 月 14 日にその窃盗等の罪
で刑務所を出所し、その 2 ヵ月後の 3 月 14 日にス
ナックのママを殺害し、そのお店に置いてあった
8,000 円を盗んだということで強盗殺人の罪に付せ
られることになりました。第一審の名古屋地方裁
判所において、平成 15 年 5 月 15 日、無期懲役の
判決を受けました。これに対して、検察側は死刑
を求めて控訴しました。弁護側の方は、名古屋の
国選弁護人の先生が有期刑を求めて控訴をしまし
た。私は控訴審の記録を見て、これは記録の中で
確認することしか出来ませんが、加納惠喜さん本
人の話も聞いてみて、控訴審は双方ともに情状を
闘わせるという状況でした。ただそこで出た判決
というのは、行為態様等、一審とは違う厳しい認
定をして死刑を言い渡すものでした。名古屋高裁
の判決が 2004 年、平成 16 年 2 月でした。
　その年の 7 月、私が国選弁護人を受任して、す
ぐに名古屋まで接見に参りました。弁護士に対す
る不信感というのは非常に強かったです。会って
はくれましたけれども、過去いろいろあったこと
に不満を持っていました。要するに本件だけでは

なくて、弁護士と会ってどうなるということがあ
りました。そこで、私としては、「じゃあ、弁護士
が嫌だったら、俺という人間とちょっと話そうや」
ということで話をしました。何度か接見や文通を
行い、そのうちに私の方が死刑ということに関し
て、「僕は廃止という考えを持っているんだよ」と
いう話をすると、「俺は死刑存置論者だ」というこ
とで議論を吹っかけるような仲にもなっていきま
した。そんなことを繰り返しながら、「反省をしま
しょう」とか、「反省はしている」とかの話をしな
がら事件の話をしていきました。その他、加納惠
喜さんは非常に読書家ではあるので、いろいろな
議論をして、最高裁の弁論に向かって行ったとい
う状況でした。
　その頃一番大きな出来事は、2004 年、平成 16 年
7 月 30 日（旧姓は武藤さんでした）、加納さんと
いう方と養子縁組をして、養母を迎えました。私
自身、この養母の方とも親しくさせていただいて、
二人でどうやって加納惠喜さんを支えていこうか、
とにかく反省してきちんと自分の主張をできるよ
うにしましょうということで協力し合う中で、最
高裁の弁論の準備を行っていました。当時の判例
の状況というのは、人ひとりを殺した場合に誘拐
殺人などということでもなければ死刑になること
はありませんでした。一つ、本件のちょっと前に、
前刑の仮出獄中の殺人で死刑になったというケー
スがありましたが、加納惠喜さんの場合は殺人の
前科はありましたが満期出所後であるということ
で、最高裁の判例違反であるということなども主
張して、最高裁の弁論を頑張ったのですが、2005年、
平成 17 年 1 月 11 日に弁論を提出し、2007 年、平
成 19 年 2 月 24 日に最高裁の弁論を行い、その年
の 3 月 22 日上告棄却の判決が出ました。
　その頃、加納惠喜さんと僕との間では、だいぶ
人間的には仲良くなってきていました。ちょっと
先ほど言い忘れましたけど、上告を自分で取り下
げるなどと言っていたような状況があったのです
けれども、養母の方の力も借りながら、とにかく
弁護を続けていた状況でした。最高裁の判決後も、
相変わらず、「俺の弁護なんてしなくていいんだ、
もっと若いやつの弁護をしてやれ」とか、そうい
う捨て台詞を吐くような人間でしたが、人間的に
はだいぶ親しく付き合えるようになりました。
　そして最高裁の判決確定後も、私としては面会
を続けるないしは文通を続けるということはでき
るようになりました。ところが、最高裁の判決が
確定した翌年、2008 年、平成 20 年 5 月 1 日、養母
の方が亡くなりました。彼にとって心の一つの支
えが養母だったということから、相当精神の混乱
はあったと思うのですが、ただその中で助けとな
ったのが、彼は高裁の途中に洗礼を受けていたの
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ですが、キリスト教の関係者の方々でした。教誨
師の先生であるとか牧師の先生が面会を続け、そ
して面会をずっと続けてきた牧師の方の娘さんが、
彼の死刑確定の直後に生まれています。その牧師
の先生は、その娘さんが生まれたばかりの赤ちゃ
んの頃から連れてずっと面会に行っておりました。
面会室のアクリル板の上のところに娘さんが這い
上がって、そこでいろいろ加納惠喜さんに話をす
るというような交流ができていたようです。加納
惠喜さん自身、その娘さんのことを、「俺の孫のよ
うに思う」ということで、その頃から、死刑が確
定した後、養母が亡くなってちょっと混乱しまし
たが、そのあとから「生きなきゃいけないんじゃ
ないか」と。そういうことを思いはじめてくれば
反省も深まるし、今まで考えてこなかったような
苦しみもあったようです。
　私自身としてどこまで加納惠喜さんと付き合え
たかはわかりませんが、彼は例えば鳩山元法務大
臣に対しては、「死刑で執行された後の俺たちの身
体からは臓器移植のためにそれを使え」とか、そ
ういう手紙を送ったりもしております。そのころ
私とは、加納惠喜さんが議論を好きだったもので
すから、死刑廃止だ存置だ、死刑の代替刑はなん
なのか、終身刑だ、とかいう話をしました。私が
ヨーロッパに行って、そういうのを見てきたよと
いう話をしますと、非常に楽しく聞いてくれまし
た。今度はそれに則って彼なりの意見を出してき
たりとか、非常に人間としてのそういう付き合い
ができるようになっていきました。
　その中で私は、恩赦を繰り返すことしかできま
せんでした。実を言うと、養母の方が生きていた
ときには、養母の依頼で再審を起こそうかと考え
たこともありましたが、ご本人が強い拒否を示し
ていたので、それは行いませんでした。そして昨年、
二回目の恩赦、恩赦の補充も繰り返したのですが、
それが駄目になったあと、ようやく再審をしよう
ということで本人と話をして、その方向性で話を
していたのですが、私がその手続きを取ることが
できずに今年の 2 月 21 日の執行に至ったという事
態です。そのような状況のなかで、とても私は、
弁護士として人前で話せるとは思いませんでした
が、一人の人間として付き合った加納惠喜さんの
話をしました。ここで言いたいのは、私は確か
2000 年だったかな、日弁連でヨーロッパでの死刑
廃止後の終身刑の調査に行ったときに、フランス
の元法務大臣のバダンテールさんとお会いするこ
とができました。そのバダンテールさんの言葉で、

「死刑廃止に動いた一つの大きな理由は、人は変わ
り得るものである」ということでした。私自身も、
死刑廃止ということを考えるにあたって、それが
大きな理由の一つになっています。今回、加納惠

喜さんと 9 年近く付き合ってきて、どこまで心の
交流ができたのか、それは分かりません。さらに
弁護士としてスーパー・デュープロセスを考える
ならば、どこまでできたのか、自省の下にあります。
普段の日々の仕事があるなかで、また東京と名古
屋という関係がある中で、とても「できた」なん
てことは言えない状況です。ただ、彼を見ていて、
変わったのではないかと思います。
　3 月 9 日に名古屋で葬送式というお葬式が開かれ
まして、私も招いて頂きましたので、教会でのお
葬式に行ってきました。20 数名の方が参加してい
ました。そこでの話をいろいろと聞いたことによ
っても、彼は罪を犯したあと、死刑の判決を受け
たあとかもしれませんが、ものすごく多くの方と
の交流できたのではないかと思います。牧師さん
の娘さんも、ものすごく懐いていて、名古屋の拘
置所では顔パスで本人に会える状況になっていた
ようです。人と出会うことができれば変わること
ができるのではないか、やはり、それは強く思い
ました。救うことができなかったことは自分なり
に心の中で苦しみましたけれども、彼としてはも
っと生きていればどこかで仏になれたのではない
かと思うこともあります。
　もう一つ報告したいことは、教誨師の先生は彼
が洗礼を受けた宗教宗派の牧師さんです。その牧
師さんは死刑執行の日、海外にいました。牧師さ
んに朝 9 時頃、執行しましたという報告が来たら
しく、なぜなんだと怒ってみてももう遅く。且つ、
さらに教誨師の先生ではないのですが、先ほど紹
介した、自分の孫だと言っていた娘さんの父親で
ある牧師の先生は、とにかく教誨師ではないにし
ても最期に立ち会わせてくれと。拘置所に、もし
万が一そういうことがあったら立ち会わせてくれ
と何度も申し入れていたそうです。その牧師の先
生は、葬送式でお会いしたとき、宗教者として思
ってはいけないかもしれないけれども、怒りを感
じているということを、おっしゃっておられまし
た。加納惠喜さんを変えた力としては、人の愛も
そうですけれども宗教の力もあったと思います。
そんな彼にとって、最後に話ができた教誨師の方
は全く違う宗教の方だったという話でした。以上、
本当に一人の人間として加納惠喜さん、旧姓武藤
惠喜さんの人生ということで、今日報告させてい
ただきました。
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生き直そうとした小林薫さん

中道武美

　どうもこんばんは、大阪の中道です。
　今ずっと話を聞いていて、ここに出てくるのが
辛くて、本当に打ちひしがれている思いです。そ
れはこれから申し上げることで分かっていただけ
ると思いますけれども。
　小林さんは 2 月 21 日の朝に大阪拘置所で死刑執
行されました。拘置所の所長が出した記録により
ますと、死亡時間は 8 時 4 分です。いま河村さん
の手紙を前提とすれば、7 時 45 分に連れ出されて
8 時 4 分に死亡。これは何を意味するのか。とて
も私には信じられない。もしそれが前提であれば、
強引に連れ出して有無を言わさず縛ったとしか思
えない。僕は最初、河村さんの手紙を知りません
でしたから、7 時前後に連れ出されたのかなと思っ
ていたのですが、7 時 45 分という時間を聞いて、8
時 4 分の死亡時間の確認であれば、とても耐えら
れない気持ちでいっぱいです。
　小林さんの執行に関しては、確定後 6 年 4 ヵ月
経っています。小林さんは 2006 年 9 月 26 日に奈良
の地方裁判所で死刑判決を言い渡されました。当
時の弁護人は即日控訴しましたけれども、控訴期
間満了のその日に大阪高裁宛の控訴取下書を提出
したとして、その結果、死刑判決が 10 月 11 日に
確定されたというふうにされました。
　小林さんの事件は、関東の方はあまり知らないか
もわからないので、若干詳しくご説明したいと思
います。奈良の女児の殺害事件として 2004 年当時、
新聞、テレビで非常に騒がれたセンセーショナル
な事件でした。新聞紙上でセンセーショナルに書
かれた事件の内容と小林さんの法廷での言動がそ
の理由でした。判決によれば、小林さんの事件は
以下のような内容です。学校から帰宅途中の小学
1 年生、当時 7 歳ですけれども。わいせつ目的で
誘拐して自宅に連れてきて、風呂に入れわいせつ
行為をし、その犯罪が発覚するのを恐れて、彼女
を風呂に頭から押さえつけて溺死させ、殺害した。
その後、死亡した小学生の歯を 10 本ほどナイフで
抜いた上で、自宅近くの道路の側道に死体を遺棄
したというものです。ただ、それだけではなくて、
さらに世情がセンセーショナルに騒いだのは、その
死体を写真を写したうえでお母さんの携帯にメー
ルで写真を送ったというニュースがありました。さ
らにその約 1 ヵ月後に、その死体の写真とともに
妹さんがいたのですが、妹さんの写真も一緒に「次
は妹だ」というメールをお母さんに送って脅迫罪に

も問われた。このように非常に内容自体はセンセー
ショナルで騒がれた事件でした。判決は被害者が 1
人であったにもかかわらず死刑を選択しました。
 　判決書で書かれた量刑の理由を並べてみますと、

「犯行態度は極めて執拗で残忍。結果が重大。動機
と経緯は身勝手極まりなく、酌量の余地はみじん
もない」。“ みじんもない ” という言葉を使って
います。
　「自己顕示欲を満たすため、自己中心的な行為を
とるなど、犯行後の態度も極めて悪い」。これは多
分、死亡写真等を携帯メールで送ったということ
を指すのだと思われます。
　「性犯罪の常習性が認められ、犯罪傾向は十分。
規範意識は鈍化している。反省も認められ難く、更
生は極めて困難だ」というのがその理由です。
　「反省も認められない」というのは後で述べます
けれども。本件が被害者の数だけをもって死刑を回
避することが明らかであるとは言えない、一人で
あるにもかかわらず死刑を選択したということを
述べています。小林さんは公判で、「犯行後早く逮
捕されて楽になりたいと思ったけれども、自首す
ると刑が軽くなると思い自首しなかった」とか、「自
分のしたことを考えたら死刑になりたい」とか、「生
きていくのが面白くなく、嫌だから死刑を望んで
いる」とか、そのような行為が判決に影響しました。
判決はこのようにも言っています。小林さんが子ど
もを狙った犯罪ということで「第二の宮崎勤とか、
あるいは宅間守として、自分の名前と行った行為
が世間の人たちの記憶に残ってほしいと思ってい
る、とうそぶいている」とまで書いています。非
常に感情的な言葉を判決は書き残しています。もっ
と言い換えれば、「君が死刑になりたいんだから死
刑にしてやったよ」と読もうと思えば読めるよう
な文章です。しかも小林さんは法廷で死刑判決を
聞いて、これも新聞紙上で書き立てられましたが、
腕を握った、つまりガッツポーズをしたという言
葉も書かれました。非常にこのことが話題になり
ました。弁護人は、そのような死刑判決でありま
したけれども、小林さんが育ってきた不幸な境遇
を無視したものであり、（鑑定書ではこのように書
いていますけれども、「反社会性人格障害はあるも
のの、それは不幸な成育環境に基づく人格発達の
未熟さを反映する特徴というべきもので、小林さ
んの生来的かつ持続的な性格の偏倚と見るべきで
はない」と述べています）、このようなことを根拠
として、「小林さんは反省しており十分に更生可能
性がある」として、即日すぐに弁護人は控訴しま
した。しかし小林さんは、先に述べましたように、
控訴期間満了のまさにその日に、控訴を取り下げ
ました。
　実際、小林さんはどのような環境で育ってきた
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のか簡単に述べます。小林さんは生まれつき弱視
で、そのためいろんな仲間からいじめられていま
した。しかし家庭では、そのことを言ってもお父
さんは全く理解をせず、家庭内暴力にさらされて
いました。しかもそれは素手ではなくてゴルフバッ
グであるとか、そういう凶器でもって殴られてい
ました。小学校4年生のときに、小林さんは可愛がっ
ていただいたお母さんを亡くします。小林さんは
その時から母親に代わって弟たちの面倒をみると
いう家庭の仕事を全部するようになりました。し
かし、それでもお父さんは暴力を振るってきたわ
けです。こうした絶望的な環境が小林さんの人格
形成に深く影響し、自己に対する否定的な感情や
社会に対する憎悪を惹起させたというふうに鑑定
書は述べています。
　小林さんの言動は、こうした育った環境を理解
しないと、その真意は測れないのですが、マスコ
ミはこのことを一切無視して大々的に騒ぎ立てた
のがこの事件です。このように小林さんは控訴取
下げで判決が確定しました。私が彼の代理人になっ
たのは確定後以降です。その時から小林さんの生
きる意味を見出す歩み、生きることが始まりまし
た。2007 年 6 月 18 日。小林さんは控訴の取下げは
無効であるから、大阪高裁で公判期日を指定して
くださいという申し立てをしました。私が代理人
をしました。マスコミが真実を報道せず、小林さ
んの言葉を悪い方へ悪い方へ捻じ曲げて伝えた事
や、弁護人からの適切な助言がなかったことから、
完全な意思判断ではなかったということがその理
由です。自ら控訴を取り下げた小林さんがこのよ
うな申し立てをしたのは、心の奥底にある真意を
やはり社会に理解してほしい、そして生き直した
いという欲望が生まれてきたからです。この裁判
の中で小林さんは大阪拘置所で行われた証言で、

「被害者に死んでお詫びをしようという気持ちから
死刑を望んでいました。ご両親に対して面と向かっ
て会うことができるのであれば、ちゃんと謝罪を
したいというふうに思っています」と述べていま
す。これが彼の本心です。しかしそれがなぜ奈良
地裁の法廷で述べられなかったのかということに
ついて、彼は次のように述べています。
　「しかし、マスコミに死刑回避のための言い逃れ

的な謝罪、心からの謝罪ではない、命乞いのため
に反省をしていないのに謝罪していると書かれた
から法廷では述べられなかった」。このように彼は
言っています。しかしこの控訴取下無効の裁判は
結局、2008 年の最高裁判決で敗訴が確定しました。
その中で小林さんは再び生きようという気力を燃
やしはじめました。控訴を自ら取り下げながら、そ
の後、生きようという努力を彼はし始めたんです。
その中で、彼は生きることの意味を、自分でずい
ぶん深めていかれました。自己省察を深めて被害
者に対する謝罪の気持ちを育てていかれたのです。
教誨師を通じての心からの謝罪がそれにあたりま
す。その過程で小林さんは、彼は本当に努力家で
勉強家でしたから、北方謙三さんという小説家ご
存知だと思いますが、彼の小説は全部読まれまし
た。しかも文章も思考も、時の経過とともに深く
なっていきます。今日、パンフのなかで 43 歳の時
と 39 歳の時の彼の文章が書いてありますが、これ
だけ論理的に深く考えられる方でした。また余談
ですけれども、小林さんは『週刊新潮』の記事に
対して、これが「名誉毀損である」と全くたった
一人で名誉毀損の損害賠償に取り組まれ、法廷で
闘い、勝訴判決を得ました。小林さんの文章はと
ても論理的で素直です。
　控訴取下無効が負けた段階で、2008 年 12 月 18
日に第一次再審を、10 年の 10 月 8 日に第二次再審
を申し立てました。小林さんは生きて生きて、事
件の真相と自分の真意を伝えるために生きる意味
を見出そうとして、再審申立をされたんです。被
害児童の頭を押さえつけて溺死させた殺人ではな
くて、彼の主張によれば、ハルシオンという睡眠
導入剤を飲ませたところ、女の子が寝て、死んで
しまったという、つまり自分は殺していないとい
うのが再審の理由でした。しかしこの第二次再審
申立も 11 年 6 月 2 日に最高裁で負けます。それで
11 年 9 月 28 日に小林さんは第二次の恩赦申立をし
ました。生きたい、本当のことを知ってほしいと
いう彼の生きる意味の見出しです。
　その結果、今年 2 月 7 日です。恩赦の結果が彼に
もたらされました。「恩赦不相当」というものでし
た。この段階で、私はもう一度再審をやろう、第
三次再審をやろうということで彼にお伝えしたん

1 月 29 日　最高裁第三小法廷（岡部
喜代子裁判長）は渡辺純一さん、
清水大志さんの上告棄却、死刑確
定へ。渡辺純一さんは１審千葉地

裁では無期懲役（09. 3.1）、高裁か
ら死刑判決

2 月 14 日　岡山地裁（森岡孝介裁判
長）は住田紘一さんに死刑判決

2 月 21 日　谷垣禎一法務大臣は金川
真大さん（東京）、小林薫さん（大
阪）、加納惠喜さん（名古屋）の 3

人の死刑を執行
2 月 28 日　最高裁第一小法廷（桜井

龍子裁判長）は伊藤玲雄さんの上
告棄却、死刑確定へ

3 月 14 日　福島地裁郡山支部（有賀
貞博裁判長）は高橋明彦さんに死
刑判決

死刑日録

死刑廃止チャンネルは　http://www.forum90.net/
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ですが、彼はいろいろ考えることがあってなかな
か書けないということで、再審申立理由をどうす
るか、もう一度相談したいという手紙が来ました。
その時に僕が行けばよかったし、僕が再審申立を
書けばよかったんだけれどもなかなか時間がなく
て。ようやく再審申立をしようということで会い
に行った日が 2 月 21 日でした。拘置所の会える時
間は 8 時 30 分からですよ。でも彼は 8 時 4 分には
もう死んでいたんですね。なにか、我々の動きを
させないようにはかられたとしか思えません。
　自ら控訴を取り下げて生きることを断念した彼
が、再び、自分で生きたい、なんとか自分の生きる
道を見出そうと、もちろんそれは被害児童に対す
る謝罪を含めるものですけれども。そういう中で生
き直そうとしたこの時点で、この突然の仕打ちと
いうのは、とてもショックを受けました。本当に
うちひしがれています。さっき安田さんがおっしゃ
いましたけれども、1989 年にフォーラムを立ち上
げたときには、「21 世紀になったら何とかなるよね」
と思っていたのですが、もうすでに 13 年経過して、
ますますひどい状況になっています。われわれは
常に負けて負けて負けているわけです。ただ、死
刑囚がいて執行される、そのたびに命が一つずつ
失われていく。そのことについて、やはり私は耐
えられません。小林さんのこの生きようとして生
きようとして、生き直そうとした気持ちも引きずっ
て、頑張っていきたいと思います。

♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢

金川君の死刑執行に関して
山形 学

　前略、大変ご無沙汰しております。
　今回の集会には是非参加して、お話ししたいこ
とがたくさんありました。しかし、12 日火曜日午
後６時には、まだ水戸で仕事が入っており、終了
後直ちに会場にかけつけたとしても、とても今回
の集会に参加することは出来ない状況です。そこ
で、せめて私がお話ししたかったことのさわりだ
けでも、安田先生にお伝えしたく、この書面をお
送りしたいと思います。

１　死刑判決、死刑執行の刑事政策的不当性
　金川君に死刑判決を与えたこと、及び、これほ
ど早く死刑を執行したことは国家の刑事政策全体
として誤りだったと思っています。
　彼は心底死刑を熱望しており、その思いには寸
分の迷いもありませんでした。彼は死刑になって
もいいと思って犯罪を犯したのではなく、死刑に
なるためだけに犯罪を犯したのです。その彼を死
刑にすることは、刑務所で生活したくて犯罪を犯
した人を刑務所に入れるのと同じであり、ひょっ
としたら、金が欲しくて強盗をした人に罰として

執行された方から

小林薫さん（2011 年アンケート回答）
　現在、第二次再審請求中（大阪高裁に
て即時抗告中）ですが、奈良地方裁判所
における私に対する死刑判決は不当であ
るという新証拠を提出したが、奈良地方
裁判所は、第二次再審請求においても、
非を認めず、棄却決定を出しました。現
在、警察・検察による供述調書が信用で
きるものか否かと問題になっている裁判
が多々ある様ですが、私の供述調書も、
事実に反したものであるという第二次再
審請求の言い分を、新証拠を添えてもな
お非を認めない裁判とは、本当に正当な
ものなのでしょうか。
　控訴取り下げ後、刑確定し、大阪高等
裁判所に公判期日申立てを行い、平成 20
年 3 月 25 日大阪拘置所講堂において、こ
の申し立ての事実調べが行われました。
その時の調書を新証拠として第二次再審
請求に提出したのです。この調書には、
警察・検察の供述調書の私が被害者を殺
害したという場面を、検察官は実際には
検証を行わず、また、裁判官も提出され
るべき捜査段階での現場検証時の写真や
記録が無いにもかかわらず、判決理由を
言う時、「警察・検察の供述調書は信用で
きる」と発言し、死刑判決を言い渡した
のです。つまり刑訴法第 435 条 1 項、同 6
項、同 7項に定められた条文を満たした
新証拠を提出しているのに、なぜ、棄却

決定を奈良地裁は出すのでしょうか。

加納恵喜さん（2008 年アンケート回答）
福島先生
　手紙を有難うございました。私は、現
行法に死刑が存在しているという面から
書かせて頂きます。
　現在は、死刑と無期の境がどこなのか
分かりません。もし死刑が廃止され、終
身刑ができた場合、二度と自由の無い場
で一生を終えるのかと思うと、死刑囚の
一人として、夢も希望もない生活の中で
生きぬけるのかという方が、死刑より終
身刑の方が不安です。
　終身刑になった場合の処遇に付いて知
りたいと思います。被害者遺族は「極刑に。
極刑に。」と望みますが、私達にとって、
一瞬に終る死刑より、“生かさず、殺さ
ず、夢も希望も無い世界の方が辛いこと
です。”外部交通もない人はどうなるの
でしょう。
　私は、生きているうちに、死刑廃止は
無いと思い、鳩山法相に「死刑囚から願
い出が有った時は、臓器移植並びに献体
ができる制度を法化して頂けるよう」昔
でいう情願をしました。一年がたとうと
するのに、返信は有りません。
　死刑囚の中にそういう思いを持った人
間も居るということを、伝えて頂けまし
たら幸です。
　最後に、死刑執行が有った時、法相は、
鳩山法相の時から、執行された人の名前

を発表するようになりました。それによ
り、何十年も前の事件を、メディアは報
じます。加害者は、死刑を執行された死
刑囚です。死刑囚の親族では有りません。
やっと静かに生活できるようになったの
に、法相の執行人の名前の発表により、又、
生活を崩されるのです。私から鳩山さん
を見ましたら違った意味で死に神に見え
ます。
　「今日、死刑の執行が何人有った。」だ
けの発表で良いのではないでしょうか。
　長くなってしまい申し訳ありません。
死刑囚としての処遇は、何も不自由の無
い生活をおくっています。
　先生もお体に気を付けられ、総選挙も
近いですし、無理をせず、頑張って下さい。
お体大切に。感謝（平成 20 年９月 16 日）

金川真大さん（2011 年アンケート回答）
こうして生きてることは、時間のムダ、
税金のムダ。
法務省の人間を皆殺しにしてやりたいね。
死刑執行は 6ヶ月以内。守られていない。
テメエで作った法をテメエで守らないの
はバカだ
どのツラさげて悪人を裁くんだ？
　P.S　福島さんはもし、自分の家族が誰
かに殺されたとしたら、その犯人を許せ
ますか？
　その犯人を死刑にはしたくないと思え
るんでしょうか？
　死刑は必要だと思いますけど……。



10

金を与えているのと同じであるとさえ言えるかも
しれません。われわれは、刑罰が苦痛でないとい
う人間を想定せずに刑法を作り、真実死刑を望む
者などありえないという思い込みを持っています。
しかし、現実に、死刑が苦痛でない人もいます。
彼のように死刑を望む人もいます。
　このような現実を見ますと、死刑はもちろんの
こと、犯罪を犯した人間に苦痛を与えるという刑
法的発想が本当に全ての犯罪者に対して当てはま
るのか、慎重に見直す必要を感じます。たしかに、
大多数の犯罪者にとって刑罰は嫌なものであり、
苦痛だと思いますが、一部の犯罪者にとって死刑
や刑罰がご褒美になる場合があります。本件はま
さにそのようなケースでした。本件のようなケー
スがあるという現実を見て見ないふりをするべき
ではないと思います。
　そのような意味でも、金川君の心理状態、精神
状態、生活状態等については、もっともっと掘り
下げて、精神医学、心理学、社会学等の多方面か
ら専門的に研究する必要がありました。にもかか
わらず、早々と（おそらく本人から法務大臣に対
し強い要望があったはずです）、彼の死刑を執行し
たことは、国家が彼に完敗したことを意味します。
彼の投げかけた問題に対して、国家は、回答用紙
を白紙のまま提出したに等しいです。

２　刑罰として死刑の思想の不当性
　彼のやった犯罪が許されないことは重々承知し
ています。彼のやった犯罪は凶悪であり、被害者
やその遺族の心境を思うと本当に心が苦しくなり
ます。私はこの事件の弁護の際、この気持ちを忘
れたことはありません。どうか被害者やその家族
の心が少しでも楽になりますように、という気持
ちを忘れずに弁護活動をしてきたつもりです。
　しかし、それにしても、国家が人間を殺害する
という死刑制度については、本当にそれでいいの
か、それは本当に被害者、遺族、一般市民にとっ
ていいことなのか、真剣に考える必要があるよう
に思います。死刑という刑罰があるおかげで、本
当に大事なことから目をそらし、結局、このよう
な犯罪が起こる原因も対策も放置されたままにな
っている、と思えてなりません。
　つまり、「どうにもならない凶悪犯人は殺してし
まえば二度と再犯しない、そうすれば国家が再犯
対策を講じる必要もないし、ましてや、そのよう
な犯罪が行われないように一般予防的対策を講じ
なくてもいい。しかも、犯人が死んでしまえば憎
しみの対象がなくなるから、被害者や一般市民も
納得せざるを得ない」という論理です。
　そもそも、死刑によって犯罪を抑止できるとい
うこと自体幻想なのじゃないかと思えてなりませ

ん。少なくとも彼の場合、死刑制度があるからこそ、
この恩恵にあずかるために無差別殺人を計画し実
行したのです。つまり、本件は、死刑制度があっ
たからこそ発生した犯罪であり、死刑制度に促さ
れた犯罪です。彼は、死刑にしてもらえないなら、
やる理由がないから、絶対に人を殺したりしない
と何度も明言していました。逆に、もし自分を死
刑にしないなら、死刑にされるまで何度でも人を
殺し続けると明言していました。
　今のところ、彼のような犯罪者はそれほど多く
出現していませんが、死にたいけれど自殺は怖い
という、彼と同じような心理に陥った者が、死刑
によって安全に殺されるために凶悪犯罪に走ると
いう可能性は、決して少なくないと感じます。

３　私見
　犯罪を発生させなくするために、犯罪に対して
刑罰を科すという手法は、①刑罰を苦痛と感じ、
かつ、②自力で苦痛を回避する選択ができる、と
いうタイプの人間にとっては有効かもしれません。
しかし、①のように感じない人も存在しますし、
もっと重要なことは、現実社会の中にいる人間は、
②のように、自力で適切に苦痛を回避できる人ば
かりでないということです。わかっているのにや
ってしまうということは、犯罪を犯していない人
にも共通する人間の弱さです。ほとんどの犯罪者
も、やっていけないと分かっていながら、やって
しまっているのではないかと推察します。やって
しまった後、後悔しているのがほとんどの犯罪者
だと思います。そうだとすれば、刑罰は犯罪を抑
止し切れないということであり、国家は本気にな
って犯罪を予防する方法を考えなくてはなりませ
ん。刑罰とか、死刑という制度が、人間の意識や
無意識層に、どのようなメッセージを発している
か、思い込みを捨てて本気で調査すべき時期に来
ているように思います。
　もし、この国に刑罰制度がなく、刑罰を科すこ
とが禁止されていたとしたらどうでしょう。何が
あっても人を処罰することができません。刑罰で
脅して人をコントロールすることができません。
そうなると、おそらく国家は、本気になって、犯
罪が発生しないような教育、社会保障等の諸制度
を考えることでしょうし、犯罪が発生する精神的・
心理的・社会的メカニズムを真剣に解明すること
でしょう。もし犯罪が発生していない集団があれ
ば、そのような集団の考え方、生活習慣、その他
の社会学的研究なども真剣に行うことでしょう。
刑罰という犯罪対策の代替品があるおかげで、わ
れわれは、本物の犯罪対策を怠っているのではな
いかと思えてなりません。
　以上、取り急ぎ用件のみにて失礼致します。草々
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　2012 年 12 月の安倍内閣
発足時に谷垣法相の名前
は早くから浮上し、政権
交代後初の死刑執行を断
行するのではないかとい
う情報が飛び交った。こ
れまで新しい法相が就任
するたびに地元での死刑
執行停止の要請行動が取
り組まれてきたので、い
よいよ京都に順番が回っ
てきたかと覚悟して死刑
廃止フォーラム 90 の年始
の会議に参加したところ、予想どおり京都で準備
するようにと仰せつかった。ちょうど２月 16 日

（土）に京都弁護士会主催の『死刑弁護人』上映と
安田好弘弁護士の講演が予定されていたので、翌
日の 17 日に実施するのが適当だということになっ
た。

谷垣法相の地元事務所は福知山市にあり、集会
に使える施設を Web で探してみたが、土地勘もな
く場所を決められそうになかったので、昨年から
京都で行われている「死刑を止めよう」宗教者ネ

ットワークの会議に
諮ってみたところ、
宗教法人大本の聖地
が福知山市に隣接す
る綾部市にあり（谷
垣法相の選挙区でも
ある）、福知山市の
谷垣事務所とも連絡
が取れるということ
で、集会と要請行動
の段取りのほとんど
を宗教法人大本の木
村且哉さんに引き受

けていただくことができた。また、昨年から活動
を始められた「京都から死刑制度廃止をめざす弁
護士の会」にも要請行動の主催者に連なってくだ
さるようにお願いし、快諾を得ることができた。
そして、各地で死刑廃止をめざしている様々なグ
ループにも賛同をお願いした。

当初の予定どおり、２月 17 日（日）午前 10 時
から、綾部市の大本みろく殿で集会を行った。最
初に、大本による「死刑執行停止祈願祭及び殺人
被害者・死刑執行者慰霊祭」が執り行われ、私た

ちもとても広く立派な神殿での厳か
な儀式に参列させていただいた。大
本本部代表による挨拶のあと、安田
弁護士から谷垣法相の就任後の記者
会見や報道関係者の情報からも死刑
執行が強行される可能性が高いとい
う報告などを受けた。要請行動を主
催した死刑廃止フォーラム 90、アム
ネスティ・インターナショナル日本、
京都から死刑制度廃止をめざす弁護
士の会、「死刑を止めよう」宗教者
ネットワーク、死刑廃止を求める京
都にんじんの会がそれぞれ発言し、
最後に死刑執行停止を求める要請文
を決議した。

「谷垣新法相、死刑執行しないで！」要請行動と、
４日後の死刑執行

死刑廃止を求める京都にんじんの会　大道寺ちはる
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大本みろく殿からマイクロバスで
福知山市に移動し、代表の５名が谷
垣法相の地元事務所に要請に伺う間、
駅前ではハンドマイクで説明しなが
らビラまきを行った。駅前でも人は
少なく用意したビラは配りきれなか
ったが、谷垣法相の事務所では、し
っかり話を聞いてもらうことができ
たという。発車時間が迫っていたた
め、お世話になった大本の方々への
お礼もそこそこに、特急に飛び乗っ
て京都に戻ったというしだいである。

大本みろく殿での集会には、死
刑廃止を大きく掲げる大本の信者の
方々も参加してくださった。何より
も会場を提供してくださり、駅から
会場、綾部市から福知山市への移動のためにマイ
クロバスを出してくださり、谷垣法相の事務所へ
の要請行動の段取りをしてくださり、ビラや要請
文の印刷、立て看板やハンドマイクなどの備品の
ほか、種々雑多な準備を担ってくださった木村さ
んはじめ、大本本部の皆さまに心からお礼を申し
あげます。ありがとうございました。また、東京
や神奈川、大阪や奈良から行動に参加してくれた
フォーラム賛同人の方々にも感謝しています。

しかし、その４日後の 21 日、谷垣法相は３名の
死刑を執行した。このスケジュールは、いつ決ま
ったのだろう。死刑執行停止の要請行動が準備さ
れているのを知って慌てて強行したのではないか
と、何ともやりきれない思いがした。21 日朝の国
会中継での谷垣法相は、いつもと違いとても殺気
立った顔をしていたらしい。

執行された３名の中に土浦連続殺傷事件の金川
真大さんの名前があったことに、私は違和感を持
った。３名の中では死刑確定から最も短い期間で

の執行であり、年齢
も若い。その 10 日
ほど前に、グアムで
起きた事件と共通点
が多い。20 歳代前半
での犯行、無差別的
な事件、そして複数
の人が亡くなった。
グアムの事件が報道
されてすぐのワイド
ショーで、「これだ
け亡くなっても終身
刑です」と言ってい
た。法務省は、同じ
ような事件でも日本
では死刑だがグアム
では終身刑だという
ことが話題に上るの
を避けるため、慌て
て死刑執行したので
はないかという疑念
が消えないのだ。

福知山の谷垣事務祖にて。安田弁護士の向かい右端の一人が要請文を受け取る秘書
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　昨年初めて「死刑映画週間」の開催を試みたが、
それに手応えを感じた私たちは、去る 2月 2日から
8日までの 7日間、昨年と同じ東京渋谷・ユーロス
ペースで、第 2回目を開催した。存在する死刑制度
の実際に即して考え、問題提起を行ない、討論を深
めることは、もちろん大事だ。同時に、ひとに備わ
っている想像力を駆使した映画・文学などの芸術表
現は、ひとの心に意外なまでの作用を及ぼすことが
あるから、その力を借りて、問題の領域を広げたり
深めたりすることができる。昨年は、犯罪と死刑を
テーマにした 10本の映画を上映してみて、この思
いをさらに深めることができた。だから、第 2回目
を開催することは当然の選択だった。
　「死刑映画」と一口にいっても、上映可能な作品
が次から次へと湧き出てくるわけではない。10 本
前後の作品を上映するとなると、借出し料金も相当
な額に上る。加えて、旧い作品の場合、配給会社が
消えていることもあるし、もはや上映権が切れてい
る場合も多い。新作でも、制作側はロードショーを
終えてしまうとDVDソフトの販売に力を入れるか
ら、劇場でのスクリーン上映にはあまり拘らないケ
ースが昨今は出てきているようだ。昨年来、この映
画をぜひ、という推薦をくださった方もいる。「こ
の作品をこそ」と多くの人が思う作品で、昨年と今
年のリストに上がっていない作品があれば、そんな
ケースに該当するだろう。したがって、「犯罪」は
扱われているが「死刑」そのものが必ずしも主題と
はいえない作品も（もちろん、それが「犯罪映画」
として、また「時代と人間」の描き方としてすぐれ
た作品であることを前提として）上映リストに入れ
ることになる。今年の場合、ルイ・マルの『死刑台
のエレベーター』がそれである。
　今年は、9本の作品を 27回上映した（『ヘヴンズ
ストーリー』が長尺なので、2回枠を使った）。観
客総数は 1308 人だった。昨年より数十人少なかっ
た。当日券の観客が 6割を占めて、前売り券を持っ
た人より多いのは昨年と同じ傾向だった。私たちが
ふだんは接していない人がけっこう多く来場してい
ることの証左だろう。
　総じていえば、『少年死刑囚』や『真昼の暗黒』
のように、観る機会が少ない、旧い日本映画への関
心が深いことがうかがわれた。実際にあったことを
素材にしている作品の場合は、それを通して、自分
が知らない過去の出来事、時代背景、警察・検察・
裁判所のあり方、人びとの暮らしの様子、さらには
名のみ知る過去の名優たち（その多くは、いわゆる
バイプレイヤーである）の姿などを知るという魅力

がある。『略称・連続射殺魔』は、永山則夫が生ま
れ育ち生活した場所や、彼が見たであろう風景をひ
たすら写し撮るだけで、登場人物も物語もあるわけ
ではない。こんな喩えは監督の足立正生氏には申し
訳ないが、私には、グーグルの「ストリート・ビュ
ー」の先駆けのように思える瞬間があった。ともか
く、そこにはまぎれもなく「1969 年」の日本各地
の風景があって、知る者には懐かしく、知らない者
には新鮮だ。戸惑いを感じた人もいたようだが、制
作当時「風景論」なる熱心な論議を巻き起こしたこ
の作品から、ある出来事（犯罪）の背後に広がる「風
景」を知ることが、どれほど大事なことかを実感で
きた人が多かったという印象を受けた。
　『ヘヴンズストーリー』は、本来なら、この作品
だけを論じる機会を得たいほどの長編力作で、4時
間 38分のあいだ立ちっぱなしの人が 10人以上も出
るほどの盛況だった（椅子席は 92席）。実際に起き
た事件をモデルにして描かれてはいるが、それに土
俗性も重層的な物語性も注ぎ込まれているので、豊
かな膨らみを持つ作品となった。犯罪と被害、被害
者遺族が辿らなければならない後半生の生き方、報
復、暴力の「連鎖」̶̶などの諸問題をめぐって深
いところで考えるよう、観客を誘う作品だった。テ
レビ・新聞の事件報道では、複数の視線が絡み合う
ことなく〈単一の〉同調主義的な視点が作り出され
てしまうが、この映画は違った。その違いが際立っ
てもいた。その意味でも「罪と罰と赦しと」という
今年の副題にもっともよく見合った内容だった。
　観客数という意味で苦戦したのは、韓国の『ハー
モニー』と中国の『再生の朝に』だった。収支はト
ントンにしたいし、上映する以上はできるだけ多く
の人に観てもらいたいから、「数」はこだわりの対
象である。なぜだったのか、作品論（これが大事だ、
ということを私たちは自覚している）を含めて、今
後の私たちの検討課題としたい。韓国は、死刑が連
発された軍事政権時代とうって変って、この 15年
間死刑が執行されず、実質的な死刑廃止国となって
いる。中国は、日本・北朝鮮と並び、国内統治の重
要な手段として死刑制度を利用し続けている東アジ
アの一国である。どちらの国の経験も、いまだに死
刑制度を廃絶できていない日本の私たちに示唆を与
えよう。東アジアには、なぜか、世界的には 20数
年前に消滅したはずの「東西冷戦構造」が継続して
おり、国内矛盾を隠蔽しながら対外的に強硬路線を
取る支配層が存在する。ここに生きる私たちは、他
のどこよりもまず日本社会のあり方の問題として、
このことを分析しなければならない。自らを省み
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ることのない排外的なナショナリズムの煽動におい
て、国内の厳格な刑罰制度としての「死刑」はどん
な役割を果たしているのか。両者の間には関係があ
るのか、無関係なのか。死刑制度廃止が加盟条件に
なっているEU諸国の場合には、あり得ない課題の
設定である。「死刑映画週間」もまた、この社会に
強まる「見ず知らずして、隣国に対する理由なき嫌
悪感」が現われる一例にならないこと̶̶そのこと
を私たちは心がけたい。
　今年は来場者にアンケートへの記入をお願いし
た。予想以上に多くの方が寄せてくれた。希望上映
作品も、幾人かの方が挙げてくれた。前述のような
理由で、すべての希望を叶えることはできないが、
今後も示唆と助言はいただきたい。上映期間の延長
を希望される方もいるが、現状の私たちの力量では
一週間がギリギリの限度である。資金面とスタッフ
の仕事量の双方の意味から考えて。さらに作品の内
容に関して、また死刑制度に関して、ご自分の見解
を披歴するいくつもの意見をいただいた。糧とした
い。
　さて、スタッフは、来春の第 3回の実現に向けて
準備に入っている。今回来場された方が下さった
DVDで候補作品を観たり、各劇場を回ってめぼし
い作品を観たりしている。どんなプログラムができ
るかはまったくの未知数だが、どうか、今後とも批
判的なご支援をいただきたい。

◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎

ゲスト９人のトークから

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　まとめ・可知亮

　死刑映画週間 7日間の上映後には、毎日必ずトー
クゲストをお願いしました。今回は 9人の方にご登
場いただきました。上映した映画について、死刑制
度について、ゲストの方々が自由に発言しました。
そのトークの映像は、死刑廃止チャンネルの「特設
ページ・第 2回死刑映画週間」でご覧いただけます。
http://www.forum90.net/
　次に紹介するのは、今回のトークゲストの方が話
された内容のほんの触りです。

ヤンヨンヒさん 『ハーモニー』
　ヤンさんは、ご自身の監督作品『かぞくのくに』
が多くの映画祭で受賞しており、上映や授賞式等で
いそがしい中、今回のトークに参加してくれました。
最初に『ハーモニー』についての話から、「ひとり
ひとりのキャラクターがたっているとことか、韓国
の女子刑務所の中の様子や出産して何ヶ月かは育て
られるとか、ということは知らなかったので面白く
見ました。日本では、死刑とか裁判とかという言葉
を聞くと、どうしてもテレビのワイドショーを思い
出してしまいます。魔女狩りのように、犯罪者を取

り上げ、死刑しかないではないでしょうか、という
ようなことをコメンテーターに言わせて終わりにし
てしまう。私は死刑については次のように考えてい
ます。死刑になる人は殺人罪などで人を殺したから
罰を受けるわけで、その罰がその人を殺してしまう。
人を殺しはいけないと言っておいて、その手で人を
殺してしまうのはまずいのではないかと」その後は、
北朝鮮での経験等についても話されました。

瀬々敬久さん 『ヘヴンズストーリー』
　瀬々さんは、本作品を創ろうとしたきっかけから
話し始めました。「この映画は、光市母子殺人事件
をモチーフにしています。加害者をこの手で殺して
やりたいと言った、本村さんの発言でショックを受
けました。その後、最終的な判決が出るまで 10年
かかりましたが、彼は私から見ると成長といってい
いと思いますが、変わっていきました。それではこ
の 10年は、私たちにとって一体どういうものだっ
たのかということを考えたいな、と思ったのが動機
でした」瀬々さんは、森達也さんの『死刑』という
本から影響を受けていると話されました。森さんは
この事件の加害者少年に面会しています。「私たち
が作った映画は、当事者たちが、人と人が、どのよ
うに向き合えることができるかを突きつめようとし
て創りました。死刑という制度は国家というものが
大きく関わってくるけれど、そういう概念的なもの
ではなく、私たちは当事者同士がどのように最終的
に向き合えるのかを描きたかったのです」

丸川哲史さん 『再生の朝に』
　丸山さんは、中国における死刑の問題は、中国社
会や思想的な背景を知ることによらなければ、きち
んとした理解はできないと話された。この映画の持
つ思想的な背景についても時間を割いて話されまし
た。「死刑というのは国家が行うということが前提
となっています。中国では法律的に死刑が明文化さ
れたのは、1978 年の改革開放以降のことです。そ
れまでは、例えば文化大革命の時などは、革命委員
会の名における処刑というようなことでした。日本
の場合は大逆事件以降に近代的な死刑というものが
確定したと考えます。それも密室の中の死刑という
のが確立されていきます。この映画でも描かれてい
ますが、中国の地方ではいまだに河原など公開の場
で処刑されているところもあります。もちろん中国
でも密室による処刑はあり、それは国民党時代に始
まっています」

川村湊さん 『少年死刑囚』
　川村さんは『少年死刑囚』（インパクト出版会版）
の池田浩士さんの解説を援用しながら、この映画と
原作の違いについて、その時代背景について話され
た後、「この小説は、現実の事件をモデルに中山義
秀が書いたものです。1947 年の 12 月に鹿児島で起
きたいわゆる鹿児島雑貨商殺害事件を主な素材にし
て書いたのであろうと考えます。17歳の少年が 41
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歳の主人と 5歳の長女を斧でメッタ打ちにして殺
害、妻にも瀕死の重傷を負わせ、当時のお金で数千
円を奪い、その後証拠隠滅のために放火した事件で
す。その後逮捕された少年は、翌年に福岡高裁で死
刑判決が出たのですが、その後の少年法改正により
無期懲役となりました」。川村さんはこれに続けて、
いまだにこの少年が熊本刑務所で服役しているこ
と、50 年をはるかに超える懲役刑はどうしてだろ
うか、といったことを話されました。

足立正生さん 『略称・連続射殺魔』
　大島渚さん、若松孝二さんが逝ってしまい、この
時代を生きた人が次々と亡くなっていくことに言及
された後、足立さんは次のように続けました。「『略
称・連続射殺魔』は、こんなのは映画じゃないから
創るべきではなかったとか、映画以前のフィルムだ
けど面白かったとか、いろいろ言われました。当時
金の卵と言われて上京した永山則夫たちが、一括り
にされるのが嫌だった。そういう映画にはしたくな
かった。この映画は当時の人たちが、どういう思い
で、どういう具合に人に接し、食うために働いてい
たか、という雰囲気が捕まえていただけたら、いい
と思います。ただしその後に裁判が進み、死刑判決
が下され、処刑され、永山モデルというその後の死
刑判決の一定の基準にされてしまった。権力側では
決してくくりきれない、彼らが忌み嫌う永山則夫の
ケースを死刑の基準にしてしまう、こういうデタラ
メさを私は告発したい」

桜井昌司さん 『真昼の暗黒』
　この映画のモデルになった『八海事件』と桜井さ
ん自身の『布川事件』を対比させながら、その他の
冤罪事件である『東電OL殺人事件』『袴田事件』『名
張毒ぶどう酒事件』などに触れて、警察の過誤につ
いて、検察や裁判所などの司法制度への憤りを話さ
れました。続けて死刑制度について「日本の命に対
する過酷さ、生きる力の弱さや力のなさがまるで個
人の責任のようにする社会って何なんだろうと。生

活保護を削るなどと言っています、生活保護にいっ
さい縁のない人たちが。私は、死刑は冤罪があるか
ら反対してるんではないんです。国家として社会と
して、たとえ犯罪を起こした人達でも、命を守るん
だという哲学がなかったら、命に優しい日本になら
ないと思います。死刑制度大反対。日本は命に対し
て過酷な国です。いじめなんかもそこに関わってく
ると考えています」。そして最後に、亡くなられた
お母様への思い、ご家族への思いを万感込めて話さ
れました。

安田好弘さん、山本太郎さん、斉藤潤一さん 
『死刑弁護人』
　『死刑弁護人』が制作されるまでの過程の話、死
刑制度をめぐる問題点、安田さんの抱えている死刑
事件、自民党政権に変わって死刑執行がどうなって
いくのか、その自民党に立ち向かって立候補した山
本さんのお話、原発等々、お三方の関わっている事
柄について縦横無尽に時間のある限りお話をされま
した。その発言の一端です。
安田さん「自民党政権に変わった今の状況は、大変
厳しい。元総裁が法務大臣をするということが安倍
内閣で最初に決まっていた。死刑が政治に利用され
ていくような状況が生まれるのではないか、と危惧
しています。それは日本の全体の人権状況が悪くな
っていくことにもなるからです」
山本さん「このナレーションを受けたのは、東海テ
レビのこのチームは定評がある素晴らしいチームで
あることを知っていたからです。それで素材を見せ
てもらった時、あの最初の場面、電車の中でパソコ
ンを打っている安田さんの表情を見て、これは本物
だと心を鷲掴みにされました」
斉藤さん「名張毒ぶどう酒事件を扱った『約束』と
いう映画の公開が始まります。仲代達也さん、樹木
希林さん、そして山本太郎さんが出演しています。
自分の作品なので言いにくいですが、いい作品だと
思います。次回この劇場で公開です。ぜひご覧下さ
い」

ご感想やご意見（アンケートより）
・自分の死刑制度へに対する無知を認
識することができました。またそれ
に立ち向かう弁護士の方々の思いを
少しでも知ることができ、本当に見
てよかったと思いました。（20 代女
性）

・「死刑弁護人」を観て、考えないまま
で居続けている自分を感じました。
制作された方、安田さんに人間の持
っている強い力を感じました。（30
代女性）

・被害者（遺族）の視点が全く抜け落
ちていて、一方は犯罪の抑止という
面も考慮しないといけない。冤罪云々
は制度の運用を考えていけばいいこ
と。（60代男性）

・ドキュメンタリー、フィクションを
問わず見る機会を作って頂きたいで

す。死刑制度に限りませんが、赦し、
寛容さ、というものを人間は追い続
けなければいけないのだと思います。
（30代男性）
・色々考えさせられました。（70代女性）
・これだけの作品を一挙公開いただけ
るのは、とても貴重な体験です。又
ゲストトークを設けていただけるの
は大変ありがたく「知りたい」思い
をさらに深めていただきました。是
非、引きつづきこのような機会を企
画いただければと思います。（40 代
女性）

・死刑制度についてはもちろん知りた
いですが、同時に犯罪被害者の方々
に視点をあてた映画もあったら特集
していただきたい。犯罪被害者の方
もあらゆるいらぬ被害にあっておら
れるようだし。たとえばマスコミと

か……。（40代女性）
・テーマをはずす時もあるようでした
が、おおむね興味深く有意義でした。
（50代男性）
・来年も是非上映してください。そし
て死刑必要派の人の一人でも多く参
加することを望みます。（60代男性）

・情報不足です。私は教会暮らしをし
ています（キリスト教）。選ばれた映
画で見たいものが多くありました。
友人も誘ってきたかったです。（70
代女性）

・連続射殺魔あまり面白くなかった。
言葉が不足している。ハーモニーは
感動的、深く感動させられた。（70
代女性）

・極悪人を防止するためにも死刑は必
要だ（本当に正当に裁いて決定すべ
き点を重要としますが）。（60代女性）
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　広島県福山市の鞆の津ミュージアムで、死刑廃止のため
の大道寺幸子基金にこれまで応募された絵画作品３００点
以上が公開されることになりました。
　これまでで最大規模の展示会であり、一般の美術愛好家
等に鑑賞してもらえるので、また違った動きが出るのでは
ないかと期待しております。
　次ページにチラシの表面を転載します。
　今年も第９回目の公募を行っていますので、死刑判決を
受けた方の応募をお待ちしております。
　以下、鞆の津ミュージアムの呼びかけ文を転載します。（幸
子基金運営会）
　これまで鞆の津ミュージアムでは、既存の美術の外側
で表現を続ける人々やその事物にスポットを当て、展
覧会を通じてご紹介してきました。
　開館一周年を迎えるにあたって、本展で取り上げる
のは、死刑確定者による表現です。日本には現在130
余名の死刑確定者がいますが、その中には数十年も獄
中で「その朝」が来るのを待っている人もいれば、死
刑確定から数年のうちに執行されてしまう人もいます。
その朝は誰にも告げられることなく、ある朝突然、刑
務官から執行の告知がなされ、およそ1時間後に刑が
執行されます。
　その朝の到来を常に予測して心引き裂かれ、1日毎

に寸断される見通しのない時間の中で、彼らは、過去
の自分を見つめ直して内省を深め、あるいは、様々な
表現に取り組みながら、社会と全く隔絶された独房の
中で日々過ごしています。規則と監視の中、極限の状
態に置かれている日本の死刑確定者たちがつくりだす、
死刑執行の不安や恐怖、孤独感の中で生まれる絵画。
限られた画材を駆使して生み出す彼らの極限の芸術作
品は、アートやアーティストという意識をはるかに通
り越して、純粋な思いとして描かれています。
　本展は、死刑制度の是非について言及するものでは
なく、美術という文脈で見たときに私たちに「人は、
なぜ表現するのか」という大いなる疑問を付きつけら
れる作品群の展示です。
　これまで大きな注目を集めることもなかった彼らの
表現を、この貴重な機会に、ぜひご覧ください。
極限芸術 - 死刑囚の表現 
2013年 4月20日 [土 ] ー 6月 23日 [日 ]
【開館時間】午前10時～午後5時
【休 館 日】月曜日 (祝祭日は開館し翌日休館 )
【観覧料金】一般500円
 ※小学生以下・障がいのある方 無料
【主  催】鞆の津ミュージアム
【協  力】死刑廃止のための大道寺幸子基金

死刑廃止のための大道寺幸子基金
から死刑判決を受けたみなさんへ

死刑廃止のための大道寺幸子基金運営会

　2004年５月12日に死刑廃止を訴え続
けた大道寺幸子さんが亡くなり、その遺
産を元に「死刑廃止のための大道寺幸子
基金」が発足しました。基金は2005年
から 10年間、確定死刑囚の再審請求へ
の補助金、死刑囚の表現展の開催と優秀
作品の表彰のために使われます。
　そして第１回８名、第２回６名、第
３回５名、第４回６名、第５回６名、
第６回６名、第 7回２名の方に再審支
援金をお渡ししました（一部代理人決
定まで保留になっている方があります）。
そして昨年第8回には５名の方にお渡し
しました。
　また死刑囚の表現展には第１回は文
芸作品９人、絵画・イラストが９人の
方から、第２回は文芸作品７人、絵画・
イラストが８人の方から、第３回は文芸
作品６人、絵画・イラストが10人の方
から、第４回は文芸作品８人、絵画・イ
ラストが９人の方から、第５回は文芸作
品10人、絵画作品11人の方から、第６
回は文芸作品11人、絵画作品16人の方
から、第７回は文芸作品12人、絵画作
品14人の方から応募があり、第８回は
文芸作品14人、絵画作品15人の方から
応募があり、それぞれ優秀作品を顕彰し、
絵画作品は集会会場にて展示しました。

　私たちは、今後２年間にわたって毎年
６名の確定死刑囚の方への再審支援金
をお渡しします。また今年に続いてあと
２回、死刑囚の表現展を実施し、世界死
刑廃止デーの10月 10日前後に、寄せら
れた小説、自伝、エッセイ、評論、詩歌、
脚本、絵画、まんが、その他、あらゆる
分野の未発表でオリジナルな表現作品
を展示し、優秀作品の顕彰と選考委員に
よる選考経過の発表、シンポジウムなど
を行う予定です。
　ぜひ補助金の要請、作品の応募をして
いただけますようにお願い申し上げま
す。

１、再審請求への補助金
募集要項
（１）補助金は、下記住所まで、本人ま
たは関係者の方がお申し込み下さい。

（２）申し込みは毎年７月末とします。
（３）なお補助金は弁護人もしくは弁護
人になろうとする人（恩赦代理人を含
む）にお渡しします。

（４）補助金は、確定死刑囚１人に対して、
１回限りとさせていただきます。

（５）優先順位は、緊急性・必要性を考
慮し当方で考えさせていただきます。

（６）今回選定されなかった人も、次回
に再応募できます。

（７）告知は速やかに申請者に行います。

２、死刑囚（未決を含む）表現展と優秀
作品の表彰

募集要項
（１）死刑囚（確定囚、未決囚を問わない）
による作品を公募します。

（２）公募する作品は、小説、自伝、エッ
セイ、評論、詩歌、脚本、絵画、まん
が、その他、あらゆる分野の未発表で
オリジナルな表現作品です。
　　長篇作品は、１回１作品だけの応募
に限ります
　　他人を誹謗・中傷することに主眼を
置いた作品は、運営会及び選考会の判
断によっては、これを受け付けない場
合もあり得ます。

（３）締めきりは毎年７月末、基金が依
頼した選考委員によって優秀作品を
選定し、優秀作品に賞金３万円を贈呈
します。

（４）応募作品は10月 10日の世界死刑
廃止デー前後に展示を予定していま
す。作品の著作権は制作者が、所有権
は基金が持ち、これらの作品を死刑廃
止運動に役立てるために使います。

（５）選考委員：池田浩士・太田昌国・
加賀乙彦・川村湊・北川フラム・坂上
香・香山リカ
　なお第９回締め切りは2013年７月末
日です。これまでの応募者、受賞者の
応募も歓迎します。

送り先　東京都港区赤坂2-14-13港合同
法律事務所　大道寺幸子基金運営会
　封筒表に「表現展応募作品」もしくは
「再審請求補助金」と明記してください。

鞆の津ミュージアムで死刑囚の絵画展
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　3月 15日、日本外国特派員協会にて「FORUM90」、
「アムネスティ・インターナショナル日本」、「監獄
人権センター」共催による記者会見が行われまし
た。
　会場には、南米・欧米・中東・アジア各国のメ
ディア関係者、大使館関係者が詰めかけ、活気あ
ふれる記者会見となりました。
　冒頭、安田好弘氏から先月の谷垣法務大臣によ
る死刑執行への言及がありました。国際社会の潮
流に反する、大変問題のある執行であったことが
述べられ、続いてアムネスティ日本の若林秀樹氏
から、政権が死刑執行の拠り所としている世論調
査への疑義と、国際社会の一員である日本が守る
べき人権状況について述べられました。

　記者会見に際し、各国ジャーナリストの方が言
っておられたことは、日本の死刑制度の現状につ
いて、海外メディアは興味を持っていてもなかな
か当局に取材できない、申し入れをしても拒否さ
れる現実があるということです。
　質疑応答の際には、記者から「書類にサインし
ただけの法務大臣が執行者かのような扱いで報道
されているが、フェアなことなのか」、「なぜ日本
は死刑制度のような不可解な制度を維持している
のか」という根本的かつ重要な質問が出ました。
　これに対し、日本の法律上、唯一法務大臣のみ
が死刑を命令できるものであることから、法務大
臣が死刑執行をしたといっても過言ではないこと
や、国際社会からの批判がありながらも死刑制度
が根強く存在する背景には、法務省と検察庁とい
う二大勢力があることが説明されました。詳細を
知らない海外メディアに対し、日本
の死刑制度の維持基盤や執行の主体
という重要な点が明確に伝えられた
ことは、たいへん大きな成果であっ
たと思います。
　また添付資料として配布した 5つ
の死刑事件（袴田事件・名張毒ぶど
う酒事件・飯塚事件・オウム事件・
和歌山カレー事件）の説明でも、来
場者は資料を見ながらたいへん熱心
に聞いておられました。切迫する死
刑囚の現状や、日本の司法の惨状を
切実に訴えるもので、この点、通訳
の高松氏が非常に分かりやすく、ま
た大事な部分をしっかりと強調して
伝えて下さっていました。各事例に
ついては、配布資料をもとに、今後
更なる周知がされることを期待した

いと思います。

　海外メディアが集まった会場で印象的だったの
は、若林氏が来場者に死刑制度についてのアンケ
ートを取った場面でした。「どんな場合でも死刑は
廃止すべき」という選択肢に会場のほとんどの人
が手を挙げており、人権意識の根づいている諸国
と日本国内との完全な温度差を感じました。しか
し同時に少数の死刑存置派もおられ、一定数の死
刑存置派が存在することや、先月の谷垣法相によ
る死刑執行を報じる海外メディアのネット記事に、
死刑容認のコメントが多数寄せられていたことも
また、世界のある部分の現実なのだということも
感じました。
　さらに個人的に印象深かったのは、記者から千
葉景子元法相のことが質問された際の安田氏のお
話でした。「very very good friend であった」千葉景
子氏が死刑執行に至った経緯を安田氏が語った場
面は、1時間超の記者会見の中でも特に来場者が複
雑な思いに惹きつけられて聴いた部分であったと
思います。

　今回の記者会見は、FORUM90 が開催した「来
年会」でドイツのジャーナリスト Sonja Blaschke 氏
とお会いしたことから始まった企画でした。
　この記者会見が海外との情報流通の一助となり、
日本が「死刑廃止」という世界の潮流に乗れる結
果につながることを期待して、ご報告とさせてい
ただきます。　　　　　　　　　　　　（岡本真菜）
　　　　　　　

日本外国特派員協会での記者会見
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死刑弁護人＆約束　上映日程

死刑弁護人
【広島・横川シネマ !! 再上映】
4/6（土）、4/8（月）～ 12（金）※ 7日は上映なし
上映開始時間：16：40 ～
会場：横川シネマ !!　TEL：082-231-1001
【大分県中津市 自主上映会】（詳細 20 頁参照）
4月 14 日（日）13:30 ～
【長野県長野市 自主上映会】（詳細 20 頁参照）
4月 21 日（日）10:30 ～、14:00 ～
【優れたドキュメンタリー映画を観る会 vol.29】
4 月 26 日（金）11:00 ～
会場：下高井戸シネマ
主催：優れたドキュメンタリー映画を観る会
TEL：03-3328-1008（下高井戸シネマ）
【宮城県仙台市 自主上映会】
6 月 2 日（日）13:30 ～
会場：エルパーク仙台ギャラリーホール
主催・死刑廃止連絡会 みやぎ　TEL: 022-261-4251

約束　名張毒ぶどう酒事件 死刑囚の生涯
・東京都
　シネマート新宿上映中　TEL：03-5369-2831
・愛知県：052-212-2437
　伏見ミリオン座上映中　3月 29 日（金）まで
・大阪府
　第七藝術劇場
　3月 30 日（土）～　TEL：06-6302-2073
・神奈川県
　シネマ・ジャック＆ベティ
　4月 6日（土）～　TEL：045-243-9800
・福井県
　メトロ劇場
　4月 6日（土）～　TEL：0776-22-1772
・広島県
　横川シネマ !!：082-231-1001
　4 月 7 日（日）先行上映　4月 13 日～ 5月 3日
・兵庫県
　神戸アートビレッジセンター：078-512-5500
　4 月 13 日（土）～
・石川県
　シネモンド：076-220-5007
　4 月 13 日（土）～
・新潟県
　市民映画館シネウインド：025-243-5530
　4 月 20 日（土）～ 5月 3日（金）
・長崎県
　長崎セントラル：095-823-0900
　4 月 20 日（土）～ 5月 3日（金）
・長野県
　松本シネマセレクト：0263-98-4928
　4 月 27 日（土）のみ
・静岡県静岡市
　シネギャラリー：054-250-0283
　5 月 11 日（土）～ 5月 24 日（金）
・宮城県
　フォーラム仙台：022-728-7866
　5 月 18 日（土）～ 31 日（金）
・沖縄県
　桜坂劇場：098-860-9555

　5 月 18 日（土）～
・福島県
　フォーラム福島：024-533-1717
　5 月 25 日（土）～ 31 日（金）
・静岡県浜松市
　シネマイーラ：053-489-5539
　6 月 1 日（土）～ 14 日（金）
・山形県
　フォーラム山形：023-632-3220
　6 月 1 日（土）～ 7日（金）
・三重県
　伊勢 進富座：0596-28-2875
　6 月 15 日（土）～ 21 日（金）

◎河野義行講演会
3 月 30 日（土）14 時～
会場・京都弁護士会
入場無料
第１部　死刑制度について　犯罪被害者と冤罪被害者
の立場から　河野義行
第２部　パネルディスカッション　河野義行・浅野健一
主催・京都から死刑制度廃止をめざす弁護士の会
◎永山則夫さんの残したもの
4 月 4 日から春の展示公開
①永山則夫の残したもの・2013 年春の展示公開
 「昭和 44 年 4 月 4 日死ぬ日」と、決めた少年がいた
展示期間　4月 4日～ 6月 20日（予定）13時～ 20時（不
定休）
主な展示　逮捕当時の調書。逮捕前後の新聞紙誌。初
期の読書本。独房再現。永山関連著書など。
会場　いのちのギャラリー   
事前予約申し込み　500 円（中学生まで無料。19 歳以
下半額）
資料提供・協力　永山子ども基金
②いのちを支えあう社会へ
ゲストを迎えて、永山則夫の残したものを見て、考え
る会・第 3回

「わたしなら、思い切って少年院送致の可能性……」
ゲスト　井垣康弘（元神戸少年事件審判担当裁判官・
弁護士）
    岩井信 （光市少年事件弁護団・弁護士）
4月 14 日（日曜）
 第一部 閲覧 13 時～ 14 時 30 分頃
  トーク　14 時 40 分頃～ 17 時
 第 2 部 交流会　17 時 15 分～ 18 時
参加費  
　第 1部　1000 円（中学生まで 0円。～ 19 歳 500 円）
　第 2部　500 円～　カンパ
会場　いのちのギャラリー
定員 25 名。先着順。
③夏の初めの予告
テーマは、「ノート君」
主な展示 初期の「ノート」（「無知の涙」全冊など）
　初期の発行物、裁判記録。関連著書。
展示期間 6 月 27 日（予定）～ 8月 1日（予定）（7月
2日休み）

《永山則夫の残したものを、見て、考える会第 3回》
トークゲスト 井口時男さん（文芸評論）
       玉川薫さん（小樽市立文学館副館長）

インフォメーション
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トーク・閲覧 6 月 29 日（土曜日）13 時～ 17 時
    交流会　17 時 15 分～ 18 時 30 分
会場　いのちのギャラリー
定員 25 名
参加費等上記と同じ
☆以上の主催・企画・申し込み　いのちのギャラリー
（東京都北区志茂）
☆資料提供・協力　永山子ども基金
☆問合せ・申し込み　FAX 03-6454-4397
◎「いのちと平和」を「死刑映画」から考える……
映画「約束～名張毒ぶどう酒事件　死刑囚の生涯」特
別先行上映とトークショー

日時　4月 7日（土）13 時～ 16 時 45 分
会場　横川シネマ（広島市西区横川町　082-231-1001）
      13 時～映画「約束 ～ 名張毒ぶどう酒事件 死刑囚
の生涯」の特別先行上映

      15 時 15 分～齊藤潤一監督+山本太郎さん（俳優、
若き日の奥西勝さん役）+河井匡秀弁護士（名張毒
ぶどう酒事件弁護団）トークショー

入場料（映画+トークショー）: 一般 =1500 円
なお、当日は横川シネマの回数券は使用できません。
主 催　「いのちと平和」を死刑映画から考える会
協力・提供　東海テレビ放送、東風、横川シネマ
協力　アビエルト、アムネスティひろしまグループ、
「広島文化台風」、ひろの会
問合先 :090-8069-9870,  shikeiwotou@yahoo.co.jp
◎死刑廃止へ、どぅたっち講演会 1
4 月 12 日（金）19 時～ 21 時 
駒込 /琉球センターどぅたっち
『一人の死刑囚のこと……』/お話 =太田昌国
『失われた言葉をさがして : 辺見庸 ある死刑囚との対
話』上映

参加費 :1500 円（問い合わせ :TEL03-5974-1333）
◎テキサスから死刑が減ったワケ
4 月 13 日（土）　（詳細 1頁）
◎いま、死刑を考える映画とお話のつどい
4 月 14 日（日）13 時 20 分開演
会場　中津市教育センター（中津市沖代町 1-1-11）
映画「死刑弁護人」上映
お話　黒原智宏弁護士（宮崎・家族 3人殺人事件弁護士）
参加費　大人 1000 円 中学生 500 円 小学生以下無料
主催　いま、死刑を考える映画とお話のつどい実行委
員会

連絡先　荒牧浩二 080-1786-2182
◎ボリビア映画『第一の敵』（1974 年、ホルヘ・サン
ヒネス監督）上映

4 月 19 日（金）19 時～

広島 /アビエルト
お話　『革命と死刑̶̶制度の変革による人間の可変
性をめぐって』太田昌国
参加費 :1500 円（問い合わせ :TEL090-4896-0967 & 
082-873-6068）
◎極限芸術　死刑囚の表現
4 月 20 日～ 6月 23 日 10 時～ 17 時
休館日・月曜（ただし祝祭日は開館、翌日休館）
会場　鞆の津ミュージアム（広島県福山市）
料金　一般 500 円、小学生以下・障害者の方無料
トークイベント（福山　鞆こども園 先着 100 名 1500
円　要事前申込　084-970-5380）
4月 21 日（日）18 時～ 20 時　都築響一
5月 21 日（日）14 時～ 16 時　北川フラム
6月 15 日（土）19 時～ 21 時　茂木健一郎
（詳細 16 頁参照）
◎安田好弘弁護士と「死刑弁護人を観る会」
4 月 21 日（日） 
 第 1 回 :10 時 30 分～ 12 時 50 分
 第 2 回 :14 時～ 16 時 20 分
 ※各上映 100 分、安田氏とのトーク 40 分
長野市勤労者女性会館しなのき 視聴覚室
 http://shinanoki.org/
 ※駐車場なし。近隣の施設をご利用ください。
前売り券 :1000 円 当日券 :1200 円 中学生以下無料
主催 : 死刑をとめよう ! 長野の会
問い合わせ 080 － 3210 － 4695
 shomei_mashima@yahoo.co.jp
◎「詩が開いた心の扉」──奈良少年刑務所での更生
プログラム
5 月 10 日（金）18 時 30 分～
講師　寮美千子（作家）
場所　カトリック河原町教会地下 1階ヴィリオンホー
ル（京都）
主催　「死刑を止めよう」宗教者ネット
◎ 5 年連続集会 虹の彼方へ
東アジア反日武装戦線と私たちの来た道、行く道
 第 1 回 ある前史について
   ミクロネシア独立運動をめぐって（仮題）
 ゲスト　森詠（作家）
 5 月 18 日（土曜）15 時～
 文京区民センター 2A
 1000 円
 ※同会場で「虹会」も予定。
主催 : 東アジア反日武装戦線への死刑・重刑攻撃とた
たかう支援連絡会議
連絡先 : 風塵社（電話 03-3812-4645）

【編集後記】
　2月 5 日に札幌の越田清和さんが食道癌で亡くなった。か
つて PARC（アジア太平洋資料センター）の専従職員であ
り、03 年に退職後故郷の札幌に帰り、東チモール、先住民族、
ODA、平和、人権、フェアトレードなどの市民運動の核とし
て活動し、また『インパクション』誌の編集委員を 14 年担い、
いくつもの特集を企画した。
　数年前に世界死刑廃止デーの 10 月 10 日にあわせて処刑場
のある 7都市を含めた全国でビラ撒きをしようという企画が
あり、越田さんは札幌でのビラ撒きを組織してくれた。その
時、ビラ撒きに参加した一人がいまは亡き古賀啓子さんだっ
た。昨年 9月の死刑廃止全国合宿では体調のすぐれないなか、
1日目の全体会での安田弁護士のコーディネーターを務めて
くれた。食道癌が再発し、余命が知らされた後も、これまで担っ

てきたさまざまな市民運動を続け、年末に入院、57 歳の早す
ぎる死を迎えた。
　4 月 13 日札幌で、20 日東京の文京区民センターで「越
田清和さん、ありがとう！の集い」が行われる。申込みは
PARC03-5209-3455 へ。
　　　　　　　　　　　*
　鞆の津ミュージアムで行われる「極限芸術　死刑囚の表現」
は、私たちがこれまで成し遂げられなかった大道寺幸子基金
の絵画部門の応募作品ほぼ全点を展示するという快挙である。
ぜひ見に行って頂けたらと思う。
　昨年末に就任した谷垣法相に死刑を執行させないようにさ
まざまな行動をしてきたが、執行を許してしまった。ここで
へこたれず、やれることをやり続けるしかない。歴史は少し
ずつ、前に向かっていると信じたい（F）


